






かって妊産婦死亡の主因であった妊娠中毒症及び出血にかわり、最近は肺塞栓症、内科合

併症が大きな割合を占める様になっている。その理由として、羊水塞栓を主とする肺塞栓

症に対し未だ有効な予防法、治療法が確率されていないこと、また結婚年齢の上昇は、分

娩年齢、出産年齢の高齢化に結びつき、それに伴い内科合併症を持つ人が増えたこと、さ

らに従来妊娠を許可されなかった人が、合併症妊娠の管理の進歩とともに妊娠可能となっ

てきたことなどがあげられている。

当院では幸い、開院以来の 12年間に当院分娩症例について妊産婦死亡を認めていないが、

その原因となるハイリスク妊娠、妊娠中毒症、出血、肺塞栓症、内科合併症などが増加傾

向にあり、ニアミス的な症例も少なくない。今回これらの症例に関し統計的な考察を加え、

さらに ICU管理となった重傷な症例にういて検討したので報告する。


